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論 文 内 容 の 要 旨
左室の容量負荷の中で流出路負荷である大動脈弁閉鎖不全症 (AR)と流入路負荷である僧帽弁閉鎖





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
左室容量負荷群のうち左出流出路負荷である大動脈弁閉鎖不全症13例 (AR群)と,左室流入路負荷
である僧帽弁開鎖不全症13例 (MR)群のベクトル心電図及び左室造影所見を対比検討した｡ベクトル
心電図のパラメーターのうち空間最大ベクトル (M)及びQR時間はAR群でより大きく,下方成分及
び前方成分と空間最大ベクトルの比 (I/M及びA/M)はMR群でより大きくなった｡又水平面図QRS
環の巾と長軸の比 (W/L)はAR群でより低値となった｡このうちW/L比はAR群に於て容量負荷の程
度と逆相関したがMR群に於ては相関が良くなかった｡空間最大ベクトルは同じLVEDVの場合にAR
群に於てより大きくなる傾向がみられた.がQR間隔は両群ともほぼ同一の回帰直線上に並び,両者は容
量負荷の程度と正相関した｡Ⅰ/M 及びA/M は左室造影所見との有意の相関関係が認められなかった
が,左窒容量負荷の程度と逆の関係にあるものと推定された｡
以上の研究は大動脈弁および僧帽弁閉鎖不全症の病態解明に貢献し,これら疾患の診断に寄与すると
ころが多い｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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